
一単元の見通しを
もたせる

手だて① 身近な題材で考えよう。

☆生徒の感想☆

こんな問題が
解けるように
なるよ

手だて② 操作活動を取り入れてみよう

50g以降のｸﾞﾗﾌは
どうしようか？

☆生徒の感想☆

中学校数学を学ぶ楽しさを感じ「わかった」が実感できる授業の工夫
－生徒の探究心を掻き立てるような問題の工夫を通して－

算数・数学班 村上 香織（中学校教諭）

・数学に苦手意識をもっている生徒が多い。
・難しい問題に進んで挑戦しようとしない。
・難しいと感じるとすぐに諦めてしまう。

『生徒の実態』

中学校数学を学ぶ楽しさを感じ
「分かった」と実感できる生徒

『目指す生徒像』『手だて』
① 探究心を掻き立てる身近な題材で

問題を設定する。
② 操作活動を取り入れる。
③ 既習事項を活用し、自力解決する。

中学第二学年
「一次関数」

実践の概要

課題
・他の単元で実生活とかけ離れている題材でも、いか
にして探求心を掻き立てるのか工夫する必要がある。

・操作活動を取り入れると一時間内に操作活動、考え
る活動、問題練習と授業内容が多くなる。操作活動
の取り入れ方などを検討する必要がある。

・今回はグループで活動する場面を設定しなかった。
友達の考えを聞いたり、自分の意見を発表する楽し
さも感じられるようにする必要がある。

成果
・生徒にとって身近な題材を用い、一単元の見通しを
もたせたことは、探究心を掻き立て、積極的に問題
に取り組むきっかけとなった。

・操作活動を通して考えさせたことは学習内容を理解
するのに役に立った。

・既習事項を活用し、問題を自力で解くことで「でき
た」、「分かった」という実感をもつことができた。

研究のまとめ

手だて③ 既習事項を活用して解いてみよう

☆生徒の感想☆
・
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☆生徒の感想☆


